合成語ICDコードテーブル（2004年7月ベータ版）利用の手引き 

1. 合成語ICDコードテーブルの目的

合成語ICDコードテーブルは、修飾語が付加された合成語病名のICDコード検索を目的として開発されました。
標準病名マスターでは、「病名基本テーブル」で基本病名（リードターム）に対するICDコードが定義されています。しかし一般的な臨床現場では、対象疾患の状況や病名の利用目的に応じて基本病名だけでなく病名に修飾語を付加したより詳細な病名（合成語病名）が必要になることがあります。病名に修飾語が付加され新しい合成語病名が作成された場合、合成語病名のICDコードは、元の病名から変化することが多く、合成語病名に対して単純に元の病名のICDコードを適用しても正しいICDコードとはならないことがわかっています。合成語ICDコードテーブルは、このような合成語病名のICDコードを定義し、ユーザーは合成語病名に対して正しいICDコードを検索することができます。さらに、自由入力された病名に対するICDコードを検索する目的でも利用することができます。
2. 合成語ICDコードテーブルの概要（仕様は別表参照）
合成語ICDコードテーブルは、標準病名マスター収載の病名と修飾語の組み合わせで作成される合成語病名のICDコードを定義します。本テーブルは以下の7つのフィールドからなります。

フィールド


（例）


１合成語管理番号

30012345

２合成語表記


再発性中隔心筋梗塞


３合成語連結表記

+再発性+中隔+心筋梗塞


４合成語連結管理番号

+27000231+27000887+20083960

５正規化連結交換用コード
+QFA7+1440+3074

６病名部分ICD10

I219


７合成語ICD10


I220
1. 合成語管理番号
合成語レコードの管理用に一意に振られる番号です。
2. 合成語表記

合成語の表記です。

3. 合成語連結表記

合成語の元となった病名と修飾語をプラス記号で連結した表記です。

4. 合成語連結管理番号

合成語の元となった病名と修飾語の管理番号をプラス記号で連結した番号です

5. 正規化連結交換用コード

合成語の元となった病名と修飾語の交換用コードをプラス記号で連結した番号です。病名に対応する交換用コードが先頭で、その後に修飾語に対応する交換用コードが昇順にソートされ連結されます。

6. 病名部分ICD10

合成語の元となった病名のICDコードです。

7. 合成語ICD10

合成語のICDコードです。

＊標準病名マスター収載の1つの病名と1つ以上の修飾語の組み合わせで表せない病名は収載されません。

＊1つの合成語病名が複数の組み合わせで表される場合は別レコードとなります。（合成語表記が同一の複数レコードが存在します）

3.合成語ICDコードテーブルの利用法

1. 修飾語付き合成語病名のICDコード検索
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2. 自由入力病名のICDコード検索
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4. 合成語ICDコードテーブル利用上の注意
・病名基本テーブルとのマッチングについて

本テーブルは病名基本テーブル収載病名を必ずしも全て収載していませんので、本テーブルによる合成語マッチングを行う前に、表記を基に病名基本テーブルとのマッチングを行なうようにして下さい。
・修飾語の語順とICDコードについて
病名に複数の修飾語が付加されて合成語病名が作成された場合、修飾語の順序によって表記が異なる病名となります。

例：「骨折」という病名に、「多発性」と「肋骨」という2つの修飾語が付加された場合

→「多発性肋骨骨折」と「肋骨多発性骨折」の2種類の合成語病名ができる
合成語ICDコードテーブルでは、合成語表記・合成語連結管理番号・合成語連結表記の各フィールドでは修飾語の語順を区別します（上記の2種類の合成語病名を区別します）が、正規化交換用コードでは修飾語の語順を区別しません（上記の2種類の合成語病名を区別しません）。
修飾語の語順はほとんどの場合ICDコードに影響しないと考えられるため、正規化交換用コードを用いてマッチングを行うことが可能であり、それにより修飾語の語順に影響されずにICDコード検索を行うことができます。
5. 本ベータ版（2004年7月ベータ版）について
本ベータ版は骨折関連ののべ688合成語病名を収載しました。本テーブルの評価目的に試験的に公開するものであり、合成語ICDコードについては十分な検証を行っていません。
仕様はほぼ確定していますが、今後小幅な見直しを行なう可能性があります。正式版の公開時期は未定です。
2004年7月

標準病名マスター作業班（http://www.dis.h.u-tokyo.ac.jp/byomei/）
別表

合成語ICDコードテーブル仕様（2004年7月ベータ版）
	項番
	フィールド名
	最大長
	可
	空
	説明

	①
	合成語管理番号
	8
	
	
	このテーブルのレコードを一意に識別するための管理番号。このテーブルを管理する目的で用意される。

	②
	合成語表記
	全角50文字
	*
	
	合成語の表記

	③
	合成語連結表記
	全角50文字プラス半角9文字
	*
	*
	合成語が他の病名表記１個と９個以内の修飾語との合成により表現できる場合に、その修飾語および病名を+記号で連結し、先頭に+記号をつけたもの。連結の順序は、合成語表記の順に従う

	④
	合成語連結管理番号
	90
	*
	*
	合成語が他の病名表記１個と９個以内の修飾語との合成により表現できる場合に、その修飾語管理番号および病名管理番号を+記号で連結し、先頭に+記号をつけたもの。連結の順序は、合成語表記の順に従う。

	⑤
	正規化連結交換用コード
	50
	*
	*
	合成語が他の病名表記１個と９個以内の修飾語との合成により表現できる場合に、その修飾語コードおよび病名交換用コードを+記号で連結し、先頭に+記号をつけたもの。連結の順序は、病名交換用コードが最初で、そのあとに修飾語コードをコード文字列の昇順とする。（合成語連結管理番号の連結順とは異なるので注意）

	⑥
	病名部分ICD10
	6
	*
	*
	合成語から修飾語を除いた病名部分のICD10コード

	⑦
	合成語ICD10
	6
	*
	
	合成語のICD10コード


ステップ1 合成語病名を基本病名とマッチング（病名基本テーブル）


合成語病名が既存の基本病名と一致していないか、病名表記でマッチングを行います。一致するものが見つかれば、一致した基本病名のICDコードを適用します。





ステップ2合成語表記・合成語連結表記または合成語連結管理番号でマッチング


合成語病名を合成語ICDコードテーブルの合成語表記とマッチングします。一致するレコードが見つかれば、それのICDコードを適用します。病名入力システムで合成語連結表記または合成語連結管理番号が生成されていれば、それらを用いてマッチングを行うことも可能です。





ステップ3 合成語交換用コードによるマッチング


病名入力システムで合成語交換用コードが生成されていれば、合成語ICDコードテーブルの合成語交換用コードとマッチングを行います。一致するレコードが見つかれば、それのICDコードを適用します。





ステップ1 合成語病名を基本病名とマッチング（病名基本テーブル）


自由入力病名が既存の基本病名と一致していないか、病名表記でマッチングを行います。一致するものが見つかれば、一致した基本病名のICDコードを適用します。





ステップ2合成語表記でマッチング


自由入力病名を合成語ICDコードテーブルの合成語表記とマッチングします。一致するレコードが見つかれば、それのICDコードを適用します。





一致なし





一致なし





一致なし








